
カリキュラムマップ 新

必 哲学概論
選 基礎心理学
必 医学概論

選 コミュニケーション入門 選 コミュニケーション入門
必 国語表現法 必 国語表現法

選 統計学
必 基礎ゼミナールⅠ 必 基礎ゼミナールⅠ
必 情報リテラシー入門 必 情報リテラシー入門

選 運動とリクリエーションA
必 形態機能学Ⅰ
必 形態機能学Ⅱ
必 臨床栄養学

必 看護学原論
必 基礎看護学援助論Ⅰ
必 基礎看護学援助論Ⅱ
必 基礎看護学実習Ⅰ

必 英語Ⅰ：基礎英語 必 英語Ⅰ：基礎英語
必 鎌倉の文化と歴史

選 体験学習*
選 多文化理解
選 文化人類学
必 法律と人権
選 社会学
選 健康と環境

必 基礎ゼミナールⅡ
選 運動とリクリエーションB

必 保健統計学
必 キャリア発達論 必 キャリア発達論
必 英語Ⅱ：オーラル英語 必 英語Ⅱ：オーラル英語
必 情報リテラシー応用 必 情報リテラシー応用

選 生命科学
必 生化学
必 病原微生物学と感染
必 臨床心理学

必 看護理論・看護過程
選 日本国憲法
選 日本の近代・現代史
必 芸術と文化

必 基礎看護学援助論Ⅲ
必 生命倫理
選 世界の医療

必 疾病治療論Ⅱ
必 英語Ⅲ：医療英語 必 英語Ⅲ：医療英語

必 社会福祉学
選 医療と経済

必 疾病治療論Ⅰ
必 病理学
必 薬理学
必 リハビリテーション概論
必 公衆衛生学

必 基礎看護学実習Ⅱ
必 成人看護学概論
必 老年看護学概論
必 母性看護学概論
必 小児看護学概論
必 精神看護学概論
必 在宅看護学概論

選 体験学習*
必 疾病治療論Ⅲ
必 公衆衛生看護学概論
必 保健福祉行政論
必 疫学

必 看護倫理
必 成人看護学援助論Ⅰ
必 成人看護学援助論Ⅱ
必 老年看護学援助論Ⅰ
必 母性看護学援助論Ⅰ
必 小児看護学援助論Ⅰ
必 精神看護学援助論Ⅰ
必 在宅看護学援助論Ⅰ

選 公衆衛生看護学方法論Ⅰ
必 老年看護学援助論Ⅱ
必 母性看護学援助論Ⅱ
必 小児看護学援助論Ⅱ
必 精神看護学援助論Ⅱ
必 在宅看護学援助論Ⅱ
必 看護研究概論
必 成人看護学実習Ⅰ**
必 成人看護学実習Ⅱ**
必 老年看護学実習Ⅰ**
必 老年看護学実習Ⅱ**
必 母性看護学実習**
必 小児看護学実習**
必 精神看護学実習**

選 体験学習*
必 成人看護学実習Ⅰ**
必 成人看護学実習Ⅱ**
必 老年看護学実習Ⅰ**
必 老年看護学実習Ⅱ**
必 母性看護学実習**
必 小児看護学実習**
必 精神看護学実習**
選 クリティカルケア看護
選 リハビリテーション看護
選 感染症と看護
必 島嶼看護

選 公衆衛生看護学方法論Ⅲ
選 公衆衛生看護学実習Ⅱ

必 在宅看護学実習Ⅰ
必 在宅看護学実習Ⅱ
必 災害看護
必 統合実習
必 フィジカルアセスメントの実践
選 看護教育学
選 先端医療と看護
必 看護研究方法論**

選 公衆衛生看護学方法論Ⅱ
選 公衆衛生看護学実習Ⅰ

選 体験学習*
必 看護研究方法論**
必 チームケア論
選 救急看護
選 医療安全
選 看護管理
選 国際保健

選 公衆衛生看護学実習Ⅰ

Ⅴ　卒業要件を満たすことによって、看護師国家試験の
受験資格が得られる教育内容とする。また、選択制で保
健師国家試験受験資格が得られる科目を配置する。カリキュラム・

ポリシー

Ⅰ　初年次教育を重視し、アカデミックスキルズを身に
付け看護専門職として学び続ける自己研鑽の態度を養う
科目を配置する。

Ⅱ　「基礎教養科目」は哲学的思考を基盤に豊かな人間
性、教養を培い、高い倫理性を育て、品格を備えた看護
専門職者を養成するために「人間の理解」「コミュニ
ケーションの方法」「科学的探究」「社会と文化」「運
動とリクリエーション」の５つに区分してバランスよく
科目を配置する。

Ⅲ　「専門基礎科目」は看護学の基盤となる人体の形
態・機能を理解し、健康障害を起こす要因や障害・疾病
に陥った時の人体の状況、社会環境と人々の健康とのか
かわりを学修する科目を「人体の構造と理解」「健康障
害と回復」「健康支援と社会システム」の3つに区分し
配置する。

Ⅳ　「専門科目」は看護専門職として必要な専門的知
識・技術を修得するとともに、知識と技術を統合して看
護学を発展的に考察する科目を「領域別科目」「統合科
目」の2つに区分し配置する。

1年

前期

後期

2年

前期

後期

注1)　体験学習*：1・2・3・4年の前期に選択可能　注2)　各専門科目の実習**：3年通期で開講　注3)　看護研究方法論**：4年通期で開講
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湘南鎌倉医療大学設置時における採用教員の

定年の特例に関する規程（案）

（趣旨）
第1条 湘南鎌倉医療大学看護学部設置のため専任の教員として採用する教育職員

（大学開学時までに採用を決定し、 完成時までに採用する者を含む。）の定年は、
学校法人徳洲会職員就業規則第1 7 条第1 項第1 号の規定にかかわらず、この規程に
定めるところによる。

（定年）
第2条 教育職員のうち次の表の左欄に掲げる年齢の者の定年は、次の表の左欄に掲げ

る年齢に応じ、 右欄に掲げるとおりとする。

開設時満年齢 定 年
6 7 歳以上 平成 3 6年 3 月 3 1 日
6 6歳 平成 3 7 年 3 月 3 1 日
6 5 歳,.._.,5 4 歳 平成 3 8 年 3 月 3 1 日
6 3 歳�61 歳 平成 3 9 年 3 月 3 1 日

6 0 歳,-...,5 8 歳 平成 40 年 3 月 3 1 日

附則
この規程は、 平成3 2年4月1日から施行する。
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資料17
湘南鎌倉医療大学設置時における採用教員の定年の特例に関する規程(案）
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